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話題提供話題提供 次第次第

１．書き手としてのアイデンティティ１．書き手としてのアイデンティティ

２．＜ライティング・センター＞における協働的活動２．＜ライティング・センター＞における協働的活動

３．＜オンデマンド授業＞における協働的活動３．＜オンデマンド授業＞における協働的活動

４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長

（日本語母語話者、非日本語母語話者、英語母語話者、非英語母語話者など）（日本語母語話者、非日本語母語話者、英語母語話者、非英語母語話者など）



１．書き手としての１．書き手としての
アイデンティティアイデンティティ

１．書き手としてのアイデンティティ１．書き手としてのアイデンティティ

アイデンティティアイデンティティ

「人格における存在証明」「人格における存在証明」
『『広辞苑第広辞苑第55版版』』

「行為者一人一人の自らの居場所」「行為者一人一人の自らの居場所」
「「『『自分とは何か自分とは何か』『』『自分とはだれか自分とはだれか』』という問題を考え続ける過という問題を考え続ける過

程で形成される行為者の自分自身に対する答え」程で形成される行為者の自分自身に対する答え」
「私が私であることを保障される場所」「私が私であることを保障される場所」

細川英雄（細川英雄（20092009）「動的で相互構築的な言語教育実践とは何か」）「動的で相互構築的な言語教育実践とは何か」『『社会言語社会言語

科科 学学』』12,112,1 3232--4141



１．書き手としてのアイデンティティ１．書き手としてのアイデンティティ
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１．書き手としてのアイデンティティ１．書き手としてのアイデンティティ

話題提供の目的話題提供の目的

大学（学術的文章を作成する）大学（学術的文章を作成する）

学習者と支援者が協働的に活動する場学習者と支援者が協働的に活動する場

＜ライティング・センター＞＜ライティング・センター＞

＜オンデマンド授業＞＜オンデマンド授業＞

↑↑

書き手としてのアイデンティティが書き手としてのアイデンティティが

生まれたり、変化したりする生まれたり、変化したりする

様子をとらえる様子をとらえる



２．＜ライティング・センター＞２．＜ライティング・センター＞
における協働的活動における協働的活動

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

＜早稲田大学ライティング・センター＞＜早稲田大学ライティング・センター＞

20042004年ー年ー20072007年年 国際教養学部（現代国際教養学部（現代GPGP）対象）対象
20082008年ー現在年ー現在 全学対象全学対象

（（20102010秋秋 理工ｷｬﾝﾊﾟｽ分室）理工ｷｬﾝﾊﾟｽ分室）

日本語文章と英語文章日本語文章と英語文章
教員教員22名、助手名、助手55名、チューター約名、チューター約2020名、受付職員名、受付職員33名名
年間年間 約約20002000セッションセッション
１セッションは１セッションは4545分間分間

チューター研修チューター研修 毎週毎週9090分間分間

書類審査、面接審査、独り立ち審査、教育補助審査書類審査、面接審査、独り立ち審査、教育補助審査
オープン教育センター「学術的文章の作成とその指導」必修オープン教育センター「学術的文章の作成とその指導」必修



２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

個別指導の様子個別指導の様子

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

五つの個別指導ブース五つの個別指導ブース



２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

来訪者の個別ファイル来訪者の個別ファイル

（受付シート、文章やメモのコピー、チューターによる（受付シート、文章やメモのコピー、チューターによる
申し送りシート）申し送りシート）

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

＜ライティング・センター＞における指導＜ライティング・センター＞における指導理念理念

『『自立した書き手自立した書き手』』を育てるを育てる
↑↑

「文章を直す」のではなく「書き手を育てる」「文章を直す」のではなく「書き手を育てる」

（１）添削をしない。代わりに書かない。（１）添削をしない。代わりに書かない。
（２）書き手が独りになったときに文章の修正ができるよう（２）書き手が独りになったときに文章の修正ができるよう

に指導をする。に指導をする。
（３）書き手に会話の主導権を握らせる。（３）書き手に会話の主導権を握らせる。
（４）ヒントや修正の選択肢を示し書き手が最終判断をする。（４）ヒントや修正の選択肢を示し書き手が最終判断をする。
（５）書き手が気付くように、質問をする。（５）書き手が気付くように、質問をする。
（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。



２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

（１）添削をしない。代わりに書かない。（１）添削をしない。代わりに書かない。

「今日はどんなことをしたくてライティング・センターに「今日はどんなことをしたくてライティング・センターに
いらしたのですか。」いらしたのですか。」

「これ、あした提出なんですけど、読んでいただいて、へ「これ、あした提出なんですけど、読んでいただいて、へ
んだと思ったところがあったら直してほしいんです。」んだと思ったところがあったら直してほしいんです。」

↓↓

××「分かりました。では読んでみますね。」「分かりました。では読んでみますね。」

○「そうですか、特に自信がないところはありますか。」○「そうですか、特に自信がないところはありますか。」
「なんか、全体の構成がこれでいいのかどうか、ちょっと「なんか、全体の構成がこれでいいのかどうか、ちょっと

分からないんです。」分からないんです。」
「では今日は、全体の構成についていっしょに考えましょ「では今日は、全体の構成についていっしょに考えましょ

うか。どんな構成にしようと思ったんですか。」うか。どんな構成にしようと思ったんですか。」

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

（２）書き手が独りになったときに文章の修正が（２）書き手が独りになったときに文章の修正が
できるように指導をする。できるように指導をする。

時系列で史実を挙げ、最後に結論を書いている文時系列で史実を挙げ、最後に結論を書いている文
章を検討している。章を検討している。史実を自分の結論を支える根拠史実を自分の結論を支える根拠
として、すべて後に書けばよいと気づいた瞬間。として、すべて後に書けばよいと気づいた瞬間。

260260「じゃあ、これは最後のまとめのところで言えばい「じゃあ、これは最後のまとめのところで言えばい
いのか。これも、これも最後のこっちに持ってきいのか。これも、これも最後のこっちに持ってき
て！」て！」



（３）書き手に会話の主導権を握らせる（３）書き手に会話の主導権を握らせる
111 111 チューター：ああ。チューター：ああ。Communicating with people world widelyCommunicating with people world widelyってことなのかな。ってことなのかな。
112    112    書き手：これ、使いたいんですけど、どこに入れればうまく文章がつながりま書き手：これ、使いたいんですけど、どこに入れればうまく文章がつながりま

すか。すか。
113 113 チューター：チューター：world widelyworld widely。。
114    114    書き手：書き手：communicating world widelycommunicating world widelyですか。ですか。
115 115 チューター：うーん、ここはチューター：うーん、ここはworld wide communicationworld wide communicationだとだと
116    116    書き手：じゃあ、ここを書き手：じゃあ、ここをis important for world wide communicationis important for world wide communication…………。。
117 117 チューター：チューター：world wide communicationworld wide communicationだと、でも、何かちょっと商業的な感じがだと、でも、何かちょっと商業的な感じが

するんですよ。確かに実用的なんだけど、ビジネスに、実用的みたいに感じる。するんですよ。確かに実用的なんだけど、ビジネスに、実用的みたいに感じる。
118    118    書き手：ああ。もっとお友達とかでもフレンドリーな感じが多分書き手：ああ。もっとお友達とかでもフレンドリーな感じが多分…………。。
119 119 チューター：そうですね。チューター：そうですね。
120    120    書き手：書き手：various peoplevarious peopleが・・・。が・・・。
121 121 チューター：チューター：various peoplevarious peopleがちょっと変なのかもしれません。がちょっと変なのかもしれません。
122    122    書き手：そうなんですか。この間教えてもらって、こういうニュアンスかなみた書き手：そうなんですか。この間教えてもらって、こういうニュアンスかなみた

いな感じだったんで。いな感じだったんで。
123 123 チューター：確かに多分、そういうニュアンスなんですが、お話を聞いてると、こチューター：確かに多分、そういうニュアンスなんですが、お話を聞いてると、こ

の世界のさまざまな人っていう。の世界のさまざまな人っていう。
124     124     書き手：とか、（不明）が（不明）じゃなくてみたいな感じに、特定の地域になっ書き手：とか、（不明）が（不明）じゃなくてみたいな感じに、特定の地域になっ

ちゃうかもしれないから、どうすればこうちゃうかもしれないから、どうすればこう…………。。

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

（４）ヒントや修正の選択肢を示し、書き手が最終判断をする。（４）ヒントや修正の選択肢を示し、書き手が最終判断をする。

書き手の意図に合う同義語を探す過程で、チューターが辞書き手の意図に合う同義語を探す過程で、チューターが辞
書を見ることを提案する。書を見ることを提案する。

書き手書き手8484「もうここで使われているから違うことばにしま「もうここで使われているから違うことばにしま
す。」す。」

チューターチューター8585「文全体が同じでなければいいと思うよ。で「文全体が同じでなければいいと思うよ。で
も変えたいなら辞書を見てみようか。」も変えたいなら辞書を見てみようか。」

書き手書き手8787「「identifyidentifyの換わりになる言葉を探そうとしているんだの換わりになる言葉を探そうとしているんだ
けど・・・。ああ、この辞書にはないや。けど・・・。ああ、この辞書にはないや。indefinite, indemnity, indefinite, indemnity, 
indent, independence.  indicate, designate.  showindent, independence.  indicate, designate.  showの類義語はの類義語は
どうだろう。どうだろう。 to showto show、これは古すぎますよね？、これは古すぎますよね？ あ！あ！
exhibitexhibit！」！」



（５）（５）書き手が気付くように、質問をする。書き手が気付くように、質問をする。
自分の主張の柱が二本だと思っていたが、三本だと明確になった瞬間。自分の主張の柱が二本だと思っていたが、三本だと明確になった瞬間。

チチ193193「米西戦争があって、それがスペインの内戦を引き起こしたってことですか？」「米西戦争があって、それがスペインの内戦を引き起こしたってことですか？」
書書194194「いや、違います。」「いや、違います。」
チチ195195「これはちょっとわかりにくい。」「これはちょっとわかりにくい。」
書書196196「つまり、米西戦争っていうのは、一応虚構のものであったにしろ、スペイン人っ「つまり、米西戦争っていうのは、一応虚構のものであったにしろ、スペイン人っ

ていうのが築いてきた植民地だとかを全部ていうのが築いてきた植民地だとかを全部……。」。」
チチ197197｢｢とっちゃった。とっちゃった。｣｣
書書198198「戦争で失って、本当にもぬけの殻になっちゃったっていうか、何ていうか。」「戦争で失って、本当にもぬけの殻になっちゃったっていうか、何ていうか。」
チチ199199「うん、そういう事実があるんですよね。」「うん、そういう事実があるんですよね。」
書書200200「そう。」「そう。」
チチ201201「それで著しいその国の低下があったんですよね。スペインっていう国が弱く「それで著しいその国の低下があったんですよね。スペインっていう国が弱く

なっちゃったわけですよね。で、突然ここで内戦の話が出てきてますけど、この内なっちゃったわけですよね。で、突然ここで内戦の話が出てきてますけど、この内
戦は？」戦は？」

書書202202「ああ、わたし、もう一個説明します。何か米西戦争もそのスペインってものが虚「ああ、わたし、もう一個説明します。何か米西戦争もそのスペインってものが虚
構であるっていうものを表している一つの現象で。だから、このスペイン的なものは構であるっていうものを表している一つの現象で。だから、このスペイン的なものは
虚構であったという認識、それから本来のスペインはどこにあるだろうかという疑虚構であったという認識、それから本来のスペインはどこにあるだろうかという疑
問、それから米西戦争っていう三つが、その虚構かな。」問、それから米西戦争っていう三つが、その虚構かな。」

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

書き手の気づきを促す対話の特徴書き手の気づきを促す対話の特徴 （佐渡島、（佐渡島、20092009より）より）

(1)(1)チューターがチューターが【【感情の共有感情の共有】】を重ねている、を重ねている、
(2)(2)【【書き手の意図書き手の意図】】を十分に話題にしている、を十分に話題にしている、
(3)(3)書き手自身が書き手自身が【【問題提起問題提起】】をしている、をしている、
(4) (4) 【【書き手の意図書き手の意図】】を話題にするなかで、チューターがを話題にするなかで、チューターが【【読み手読み手

の解釈の解釈】】を伝えている、である。を伝えている、である。

書き手の気づきを促す支援の方法書き手の気づきを促す支援の方法 （チューターの経験より）（チューターの経験より）
（（55）書き込み作業を促す。）書き込み作業を促す。
（（66）一緒に辞書や事典を調べる。）一緒に辞書や事典を調べる。
（（77）一緒にメモ、図を作る。）一緒にメモ、図を作る。
（（88）書き手の発言を書き取って、後で渡す。）書き手の発言を書き取って、後で渡す。



２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

様々な国籍・母語のチューター様々な国籍・母語のチューター

（６）（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。
日本語母語話者である書き手が、文献から読み取った事柄をバイリンガルのチュー日本語母語話者である書き手が、文献から読み取った事柄をバイリンガルのチュー
ターに伝えている場面。書き手は、ターに伝えている場面。書き手は、『『門門』』やや『『舞姫舞姫』』を英語で読み、セッションでは日本を英語で読み、セッションでは日本
語を使って分析の観点を探ろうとしている。一つの発話で語を使って分析の観点を探ろうとしている。一つの発話で645645字も一度に話している。字も一度に話している。

9696書き手「書き手「『『門門』』については、前田愛がについては、前田愛がhere and nowhere and nowで、で、herehere、ここと今がどのよ、ここと今がどのよ
うに、場所と現在、時がどのようにして侵されているかっていうのを書いてて、うに、場所と現在、時がどのようにして侵されているかっていうのを書いてて、
ここっていうのはさっきも言ったんですけど、御米の部屋に漱石の弟が居候ここっていうのはさっきも言ったんですけど、御米の部屋に漱石の弟が居候
に来るんですけど、漱石の弟は２人の結婚に賛成してなくて、なぜかというに来るんですけど、漱石の弟は２人の結婚に賛成してなくて、なぜかという
と、漱石が京大を辞めたことで弟が父親のビジネスの後継者にならなけれと、漱石が京大を辞めたことで弟が父親のビジネスの後継者にならなけれ
ばいけなかったから、よくちょっと読み取れてないんですけど、被害を被ったばいけなかったから、よくちょっと読み取れてないんですけど、被害を被った
１人なんで、２人の結婚に賛成してなくて、御米もそれを知ってるので、自分１人なんで、２人の結婚に賛成してなくて、御米もそれを知ってるので、自分
の部屋にこの子が入ってくることで、御米の生活の部屋にこの子が入ってくることで、御米の生活spacespaceが侵入されていて。が侵入されていて。
御米は何度も流産、３度流産していて、小説の中では安井を捨てて漱石と御米は何度も流産、３度流産していて、小説の中では安井を捨てて漱石と
結婚したことへの罪だっていうふうにいわれていて。現在、今はどのように結婚したことへの罪だっていうふうにいわれていて。現在、今はどのように
侵されるかっていうと、元だんなの安井が坂井一家のところに戻ってくるん侵されるかっていうと、元だんなの安井が坂井一家のところに戻ってくるん
ですけど、坂井一家っていうのは、漱石たちの家のオーナーだったと思うんですけど、坂井一家っていうのは、漱石たちの家のオーナーだったと思うん
ですけど。で、漱石の弟も坂井一家で、何だっけ、働く？ですけど。で、漱石の弟も坂井一家で、何だっけ、働く？ 関係してくるので、関係してくるので、
安井が戻ってくるのはすごく漱石にとっても御米にとってもまずくって、安井安井が戻ってくるのはすごく漱石にとっても御米にとってもまずくって、安井
が戻ってくるってことが現在を侵される原因なんですけど、っていうふうに前が戻ってくるってことが現在を侵される原因なんですけど、っていうふうに前
田愛は書いてて。思ったのは、田愛は書いてて。思ったのは、『『舞姫舞姫』』ではではhere and nowhere and nowがどんなふうに脅がどんなふうに脅
かされてるのかっていうのを見つけて書けば、かされてるのかっていうのを見つけて書けば、similaritysimilarityととdifferencedifferenceが見つが見つ
かるかなと思ったんですけど。それはちょっと質問に沿ってるかは分かんなかるかなと思ったんですけど。それはちょっと質問に沿ってるかは分かんな
いんですけど。」いんですけど。」

97 97 チューター：そうだね。これは文章の中でのチューター：そうだね。これは文章の中でのhere and nowhere and now。。herehereっていうのは、っていうのは、
ここでは住居のことを言ってるのかな。ここでは住居のことを言ってるのかな。



日本語母語話者である書き手が、イギリス人男性であるチュー日本語母語話者である書き手が、イギリス人男性であるチュー
ターに、書きたい内容を説明しようとしている場面。ターに、書きたい内容を説明しようとしている場面。

Tutor: Is that related? Is that what youTutor: Is that related? Is that what you’’re trying to say? re trying to say? 
Writer: Yes.Writer: Yes.
T: The fact that they like animation, andT: The fact that they like animation, and……
W: Yes, they just love Japanese things.W: Yes, they just love Japanese things.
T: Oh, I see what you mean. Okay. I see. YouT: Oh, I see what you mean. Okay. I see. You’’re trying to say that re trying to say that 

therethere’’s a group Japanese followers, basically. Doesns a group Japanese followers, basically. Doesn’’t matter t matter 
whether itwhether it’’s cartoons, animes cartoons, anime……

W: Yes. DoesnW: Yes. Doesn’’t matter. t matter. 
T: And visual kei bands come up and they say, "Okay, weT: And visual kei bands come up and they say, "Okay, we’’ll ll 

follow that, too, because itfollow that, too, because it’’s Japanese, it's really different.s Japanese, it's really different.””
Okay. I get it. What should you say? What youOkay. I get it. What should you say? What you’’ve told me is ve told me is 
good, but just try to reword it.good, but just try to reword it.

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

（６）（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。（佐渡島・志表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。（佐渡島・志
村・太田、村・太田、20092009））

■書き手が母語である日本語を使って英語文章を検討するセッションにおけ■書き手が母語である日本語を使って英語文章を検討するセッションにおけ
る書き手の発話文字数とチューターの発話文字数との比率（る書き手の発話文字数とチューターの発話文字数との比率（66セッションセッション
の平均）の平均）

書き手の発話書き手の発話 セッション全体のセッション全体の37.5%37.5%
チューターの発話チューターの発話 セッション全体のセッション全体の62.5 %62.5 %

■■書書き手が非母語である英語を使って英語文章を検討するセッションにおけき手が非母語である英語を使って英語文章を検討するセッションにおけ
る書き手の発話語数とチューターの発話語数との比率（る書き手の発話語数とチューターの発話語数との比率（66セッションの平セッションの平
均）均）

書き手発話書き手発話 セッション全体のセッション全体の17.1 %17.1 %
チューターの発話チューターの発話 セッション全体のセッション全体の82.9 %82.9 %



２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

（６）（６） 表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。

■書き手が母語である日本語を使って英語文章を検討するセッションにおけ■書き手が母語である日本語を使って英語文章を検討するセッションにおけ
る、書き手とチューターのる、書き手とチューターの11ターンあたりの文字数ターンあたりの文字数 （（66セッションの平均）セッションの平均）

書き手書き手 28.628.6 文字文字
チューターチューター 44.844.8 文字文字

■書き手が非母語である英語を使って英語文章を検討するセッションにおけ■書き手が非母語である英語を使って英語文章を検討するセッションにおけ
る書き手とチューターの一ターンあたりの語数（る書き手とチューターの一ターンあたりの語数（66セッションの平均）セッションの平均）

書き手書き手 8.88.8 語語
チューターチューター 54.1 54.1 語語

２．＜ライティング・センター＞における２．＜ライティング・センター＞における
協働的活動協働的活動

『『自立した書き手自立した書き手』』を育てるを育てる

（１）添削をしない。代わりに書かない。（１）添削をしない。代わりに書かない。
（２）書き手が独りになったときに文章の修正ができ（２）書き手が独りになったときに文章の修正ができ
るように指導をする。るように指導をする。

（３）書き手に会話の主導権を握らせる。（３）書き手に会話の主導権を握らせる。
（４）ヒントや修正の選択肢を示し書き手が最終判断（４）ヒントや修正の選択肢を示し書き手が最終判断
をする。をする。

（５）書き手が気付くように、質問をする。（５）書き手が気付くように、質問をする。
（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。（６）表現しやすい言語で、書きたい内容を話させる。

↑↑
セッションの方針セッションの方針

書き手のアイデンティティ形成を支援書き手のアイデンティティ形成を支援



来訪者の声より来訪者の声より

１．１． 「言いたいことがあるのにそれをうまく言語化できない時、「言いたいことがあるのにそれをうまく言語化できない時、
チューターとの対話を通して、自分の考えが整理された。」チューターとの対話を通して、自分の考えが整理された。」

２．「すぐに２．「すぐに『『答答』』を与えられるのではなく、を与えられるのではなく、『『考え方考え方』』を与えらを与えら
れるので、自分の思考能力を高められた。」れるので、自分の思考能力を高められた。」

３．「第三者に読んでもらうことがいかに大切かが分かった。」３．「第三者に読んでもらうことがいかに大切かが分かった。」

４．「文法的な間違いだけでなく、より分かりやすくするための構成４．「文法的な間違いだけでなく、より分かりやすくするための構成
を考えてくれた。」を考えてくれた。」

５．「一緒に考えてくれたので、助かった。」５．「一緒に考えてくれたので、助かった。」

３．＜オンデマンド授業＞３．＜オンデマンド授業＞
における協働的活動における協働的活動



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

＜オンデマンド授業＜オンデマンド授業 「学術的文章の作成」「学術的文章の作成」 ＞＞

・・20082008春、春、0808秋、秋、0909春、春、0909秋、秋、1010春、春、1010秋秋

・早稲田大学基盤教育（初年次教育）の一つ・早稲田大学基盤教育（初年次教育）の一つ

・オープン教育センター科目、学部、・オープン教育センター科目、学部、11単位単位

・フル・オンデマンド形式・フル・オンデマンド形式

・・88回、回、11回は約回は約6060分間分間

・教員が院生を指導し、院生が学部生を指導する・教員が院生を指導し、院生が学部生を指導する

（（1010秋は、指導員秋は、指導員5252名、履修者名、履修者13341334名）名）

３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

授業目的授業目的
「「書くことによって思考を鍛える」「学問をする姿勢を身につける」書くことによって思考を鍛える」「学問をする姿勢を身につける」

第第11回回 学術的な文章とは学術的な文章とは

第第22回回 文を整える文を整える
第第33回回 語句を明確に使う語句を明確に使う
第第44回回 全体を構成する全体を構成する
第第55回回 論点を整理する論点を整理する
第第66回回 参考文献を挙げる参考文献を挙げる
第第77回回 引用をする１引用をする１
第第88回回 引用をする２引用をする２

・毎回、文章作成の課題が出る。毎回、個別にフィードバックする・毎回、文章作成の課題が出る。毎回、個別にフィードバックする



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

個々の履修者と指導員との協働的活動個々の履修者と指導員との協働的活動

履修者（履修者（11週間以内に提出）週間以内に提出）

400400字の文章を書く字の文章を書く

自分の文章についてコメントを数行書く自分の文章についてコメントを数行書く

指導員（指導員（11週間以内にフィードバック）週間以内にフィードバック）

個々の箇所について吹き出しコメントを付す個々の箇所について吹き出しコメントを付す

総合的なコメントを書く総合的なコメントを書く

決められた配点で採点をする決められた配点で採点をする

題名回

400字から600字の文章

履修者のコメント

指導員 氏名

配点／減点

評価点

指導員のコメント

指導員のコメント

語



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

コメント欄に記入する指示コメント欄に記入する指示

■第■第11回回

「コース・ナビで提出する際に、コメント欄を使い簡単な自己紹「コース・ナビで提出する際に、コメント欄を使い簡単な自己紹
介文を書いて下さい。これから介文を書いて下さい。これから88週間あまりお世話になる指週間あまりお世話になる指
導員にあなたのことを知ってもらいましょう。」導員にあなたのことを知ってもらいましょう。」

■第■第22回以降回以降

「コメント欄に、自分が特に注意を払った点をかいて、指導員に「コメント欄に、自分が特に注意を払った点をかいて、指導員に
伝えましょう。指導員からもらった、前の課題に対するコメン伝えましょう。指導員からもらった、前の課題に対するコメン
トについての感想を書いてもよい。」トについての感想を書いてもよい。」

３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

履修者の背景を受け取って展望を示す履修者の背景を受け取って展望を示す

初めまして。第一文学部初めまして。第一文学部11年の○○です。入学したのは年の○○です。入学したのは20062006年なのです年なのです
が、休学をしていたので一年生からの再スタートです。実は、まだ一度もが、休学をしていたので一年生からの再スタートです。実は、まだ一度も
レポートを書いたことがなく、どのように書いたらよいのかもわかっておりレポートを書いたことがなく、どのように書いたらよいのかもわかっており
ません。ません。88回の授業で的確な学術的文章を書けるよう頑張っていきます回の授業で的確な学術的文章を書けるよう頑張っていきます
ので、どうぞよろしくお願いします。ので、どうぞよろしくお願いします。

第一回目の課題、おつかれさまでした。いかがでしたか。第一回目の課題、おつかれさまでした。いかがでしたか。
今回のポイント、よく抑えられていました。レポートをまだ書いたことがな今回のポイント、よく抑えられていました。レポートをまだ書いたことがな

いということですが、この授業だけでもいということですが、この授業だけでも88本文章を書いてもらうことになる本文章を書いてもらうことになる
ので、文章力がどんどんついていくと思います。これからもこの調子で頑ので、文章力がどんどんついていくと思います。これからもこの調子で頑
張ってください。こちらこそ一学期間どうぞよろしくお願いいたします。張ってください。こちらこそ一学期間どうぞよろしくお願いいたします。



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

履修者が、授業ポイントを綿密に書き出して自分の文章に照らし合わせている。履修者が、授業ポイントを綿密に書き出して自分の文章に照らし合わせている。

（（1212点中点中1010点）点）

・目的にあった引用部分を選ぶ（日本で生活する留学生の厳しい現状を示している・目的にあった引用部分を選ぶ（日本で生活する留学生の厳しい現状を示している
部分）部分）

・著者名、年を示す（海外留子、２００７）・著者名、年を示す（海外留子、２００７）
・引用目的を示す、主張の裏付け（留学生のための支援が必要である。→厳しい現・引用目的を示す、主張の裏付け（留学生のための支援が必要である。→厳しい現

状をしめし、支援の必要性を認識させる）状をしめし、支援の必要性を認識させる）
・引用部分（右に・引用部分（右に3,43,4字引っ込める、字引っ込める、p.p.を書く←ここでは何ページなのか分からないたを書く←ここでは何ページなのか分からないた

めめp.p.だけ書いた）だけ書いた）

・引用部分のポイントを一文で整理する。・引用部分のポイントを一文で整理する。
・引用部分と関連させながら、自分の主張を述べる。・引用部分と関連させながら、自分の主張を述べる。

ブロック引用の基本が理解できていますね。いくつか気になる点はコメントを書ブロック引用の基本が理解できていますね。いくつか気になる点はコメントを書
きましたので、参考にしてください。また、自分の主張とうまく関連させながら論じきましたので、参考にしてください。また、自分の主張とうまく関連させながら論じ
ることができていますね。ることができていますね。

３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

低迷している履修生が困難を訴える。プラス思考に変える。低迷している履修生が困難を訴える。プラス思考に変える。

（（1212点中点中55点）点）

結論を最初に書くか、最期に書くかの判断がとても難し結論を最初に書くか、最期に書くかの判断がとても難し
かったです。前回は助詞の「の」の変換に全く気づいていまかったです。前回は助詞の「の」の変換に全く気づいていま
せんでした。「の」を使うことに慣れてなく違和感がなかったせんでした。「の」を使うことに慣れてなく違和感がなかった
のです。毎回、縛りが増えて難易度が上がっていることを実のです。毎回、縛りが増えて難易度が上がっていることを実
感します。感します。

難易度があがっていると実感できるということは、それだけ、難易度があがっていると実感できるということは、それだけ、
たくさんの文章技術に気を配っている証拠です。書き手としたくさんの文章技術に気を配っている証拠です。書き手とし
て成長していますよ。頑張って。て成長していますよ。頑張って。



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

低迷している履修生が愚痴をこぼす低迷している履修生が愚痴をこぼす

（（1212点中点中77点）点）

指定された字数が短く、書こうとしたことが半分もかけなかった。指定された字数が短く、書こうとしたことが半分もかけなかった。

コンテンツの最初に「中心と範囲を決める」という内容がありました。覚コンテンツの最初に「中心と範囲を決める」という内容がありました。覚
えていますか？このレポートの中心＝アルバイトは高校生が将来を考ええていますか？このレポートの中心＝アルバイトは高校生が将来を考え
るよいきっけかになるか？ですよね。中心はきちんと決められていますが、るよいきっけかになるか？ですよね。中心はきちんと決められていますが、
書く範囲が広すぎたので、字数制限にひっかかったのだと思います。「範書く範囲が広すぎたので、字数制限にひっかかったのだと思います。「範
囲」を狭めましょう。例えば、２つの意見のうち１つ（自分の意見に近いほ囲」を狭めましょう。例えば、２つの意見のうち１つ（自分の意見に近いほ
う）をとりあげて論じれば、よいのです。う）をとりあげて論じれば、よいのです。

３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

学習態度で低迷している履修生をひと押しする学習態度で低迷している履修生をひと押しする

（第（第77回、回、1212点中点中77点）点）

近頃うまくスケジュールのやりくりができず、四苦近頃うまくスケジュールのやりくりができず、四苦
八苦しております。ご迷惑をおかけして申し訳ありま八苦しております。ご迷惑をおかけして申し訳ありま
せん。せん。

こちらは大丈夫ですが、できればいい評価を付けこちらは大丈夫ですが、できればいい評価を付け
たいと思っているので、もうひとふんばり頑張ってくたいと思っているので、もうひとふんばり頑張ってく
ださいね。（第ださいね。（第88回も必ず提出してくださいね。）回も必ず提出してくださいね。）



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

履修者が文章技能について質問し、授業内容を超えて書き方履修者が文章技能について質問し、授業内容を超えて書き方
のコツを示しているのコツを示している

非常に字数が多くなってしまいました。また題名のつけかたな非常に字数が多くなってしまいました。また題名のつけかたな
のですが、正直資料を参考にしたのですが正しいのかどうかのですが、正直資料を参考にしたのですが正しいのかどうか
よくわかりません。題名のつけかたのコツを教えていただけよくわかりません。題名のつけかたのコツを教えていただけ
るとありがたいです。るとありがたいです。

→①文章を書き終わった後、最後に題名をつける。→①文章を書き終わった後、最後に題名をつける。
②文章中のことばをもちいて題名をつける。②文章中のことばをもちいて題名をつける。

３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

履修者の声（授業評価アンケートより）履修者の声（授業評価アンケートより）

（１）「指導員の先生からのコメントを読むのが楽しみでした。やる気を起こす（１）「指導員の先生からのコメントを読むのが楽しみでした。やる気を起こす
言い方をしてくださるので最後まで頑張れました。」言い方をしてくださるので最後まで頑張れました。」

（２）「自分の文章を客観的に、私と直接面識のない先生からの、正直なご指（２）「自分の文章を客観的に、私と直接面識のない先生からの、正直なご指
摘はとても意味のあるものだった。」摘はとても意味のあるものだった。」

（３）「押し付けの意見ではないのがよかった。」（３）「押し付けの意見ではないのがよかった。」
（４）「（４）「『『このように書くこともできるこのように書くこともできる』』という内容のコメントも付してくださったのという内容のコメントも付してくださったの

で、書き方の幅が広がり、大変勉強になりました。で、書き方の幅が広がり、大変勉強になりました。
（５）「次に繋がるようなコメントであったため、とても役立ちました。」（５）「次に繋がるようなコメントであったため、とても役立ちました。」
（６）「拙い文章でもそれを尊重してくれました。もっと批判的でもよかったで（６）「拙い文章でもそれを尊重してくれました。もっと批判的でもよかったで

す。」す。」
（７）「内容についても書き方についても指導してくれたので、とても勉強にな（７）「内容についても書き方についても指導してくれたので、とても勉強にな

りました。」りました。」



３．＜オンデマンド授業＞における３．＜オンデマンド授業＞における
協働的活動協働的活動

＜オンデマンド授業＞にかかわる評価調査＜オンデマンド授業＞にかかわる評価調査

ア）各履修者の、文章に対する意識の変容（「好き・嫌ア）各履修者の、文章に対する意識の変容（「好き・嫌
い」「得意・苦手」意識）と文章作成能力の伸び方のい」「得意・苦手」意識）と文章作成能力の伸び方の
相関（量的）相関（量的）

イ）履修者が付すコメントの内容（質的）イ）履修者が付すコメントの内容（質的）

ウ）指導員が付すコメントの種類と文章作成能力の伸ウ）指導員が付すコメントの種類と文章作成能力の伸
び方の相関（量的・質的）び方の相関（量的・質的）

エ）ポートフォリオによる履修者の自己評価（質的）エ）ポートフォリオによる履修者の自己評価（質的）

オオ））本授業履修の有無と「学士力」との相関（量的）本授業履修の有無と「学士力」との相関（量的）

４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長



４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長

文章作成の「技能」と「経験」文章作成の「技能」と「経験」

文章について学ぶっていうあの授業文章について学ぶっていうあの授業[[大学院大学院
生向けアカデミック・ライティング授業生向けアカデミック・ライティング授業]]は、「観は、「観
点」について学んでたんだなっていうふうにす点」について学んでたんだなっていうふうにす
ごくわたしも気づいて・・・でも、ただ聴いたらごくわたしも気づいて・・・でも、ただ聴いたら
技能が、観点が得られるかっていうとそうじゃ技能が、観点が得られるかっていうとそうじゃ
なくて、それを実際に自分の文章の中でやっなくて、それを実際に自分の文章の中でやっ
てみたりとかっていうのが大事なのかなって。てみたりとかっていうのが大事なのかなって。

４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長

＜指導員＞（学期末の個別面談より）＜指導員＞（学期末の個別面談より）
文章作成の過程や技能に対する見方が変わる文章作成の過程や技能に対する見方が変わる

（（11期目に指導員養成のための授業を受け、その後、期目に指導員養成のための授業を受け、その後、
３期連続でオンデマンドの指導員を勤めた指導員）３期連続でオンデマンドの指導員を勤めた指導員）

「毎週毎週オンデマンド授業を聴いて、そのたびに同「毎週毎週オンデマンド授業を聴いて、そのたびに同
じ内容でもとらえ方が変わってきた。前には理解でじ内容でもとらえ方が変わってきた。前には理解で
きてなかったと思うところも拾い上げて理解することきてなかったと思うところも拾い上げて理解すること
ができてきた。そして、その理解を基に人の文章をができてきた。そして、その理解を基に人の文章を
たくさん見て、コメントの付け方が変わってきた。」たくさん見て、コメントの付け方が変わってきた。」



４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長

＜チューター＞（ベテラン・チューターへのインタビューより）＜チューター＞（ベテラン・チューターへのインタビューより）

チューター同士の議論で成長したチューター同士の議論で成長した

文字化のもの文字化のもの[[原稿原稿]]に対してどういうふうに判断するか。・・・に対してどういうふうに判断するか。・・・
[[チューターチューター33人で発表の準備をしていて人で発表の準備をしていて]]実際にある部分に実際にある部分に
対して、わたしはここはいい流れだと思ってコメントしたら、対して、わたしはここはいい流れだと思ってコメントしたら、
○○さんは全然違う。「ここはちょっと、これはまずいよ○○さんは全然違う。「ここはちょっと、これはまずいよ
ね。」っていうふうに言っていて、それでわたしも気づかされね。」っていうふうに言っていて、それでわたしも気づかされ
たというか。そうか、確かに○○さんの言う観点から見れば、たというか。そうか、確かに○○さんの言う観点から見れば、
これはちょっとチューターが引っ張りすぎてるかなとかっていこれはちょっとチューターが引っ張りすぎてるかなとかってい
うのが、ほんとに勉強になったんですよ、その時間が。うのが、ほんとに勉強になったんですよ、その時間が。

４．チューターや指導員の成長４．チューターや指導員の成長

＜チューター＞（ベテラン・チューターへのインタビューより）＜チューター＞（ベテラン・チューターへのインタビューより）

文章の修正箇所、修正方法は、何がよいのか分からない文章の修正箇所、修正方法は、何がよいのか分からない

「気づきを促すって何なのかってのも、まだ分かってないっていうか・・・な「気づきを促すって何なのかってのも、まだ分かってないっていうか・・・な
んか気づきを促すっていうと、あたしが答えを知ってて、何かそこに導くよんか気づきを促すっていうと、あたしが答えを知ってて、何かそこに導くよ
うな感じがしてしまって、あんまり、何ていうか、好きじゃないというか・・・。うな感じがしてしまって、あんまり、何ていうか、好きじゃないというか・・・。
何がほんとにいいかはやっぱり分からないので、話の中で見つけていくし何がほんとにいいかはやっぱり分からないので、話の中で見つけていくし
か、今はできないからかもしれないですけど。・・・そういうセッションの後か、今はできないからかもしれないですけど。・・・そういうセッションの後
だと、あ、よかったなって思います。・・・で、やっぱり、そういうことができだと、あ、よかったなって思います。・・・で、やっぱり、そういうことができ
るセッションだと、学生さんもすごい意識が高かったりとか、文章についてるセッションだと、学生さんもすごい意識が高かったりとか、文章について
こうしたいとか、こうしたほうがいいんじゃないかっていうのが、本人からこうしたいとか、こうしたほうがいいんじゃないかっていうのが、本人から
出てくることが多いからかもしれないんですけど、けっこう・・・そうすると、出てくることが多いからかもしれないんですけど、けっこう・・・そうすると、
わたしも気づかなかったことがたくさん出てくるので、わたしも気づかなかったことがたくさん出てくるので、『『あ、そっちのほうがあ、そっちのほうが
いいね。いいね。』』とか言って。」とか言って。」



今後の課題今後の課題

書き手としてのアイデンティティの形成書き手としてのアイデンティティの形成

・・ 「自立した書き手」を育てる理念を貫く「自立した書き手」を育てる理念を貫く

・・ 書き手の書き手のownership ownership を守る指導方針を守る指導方針

↑↑

・・ 継続した研修、チューター・指導員のピア批判継続した研修、チューター・指導員のピア批判

・・ 顔が見えない関係の中でのコミュニケーション顔が見えない関係の中でのコミュニケーション

・・ 形式と内容の融合形式と内容の融合

・・ 領域を横断しての、チューター育成・指導員育成領域を横断しての、チューター育成・指導員育成

・・ 多言語化が進む学習者への対応多言語化が進む学習者への対応
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